
別冊 

                                    

 

 

 

 

 

令和元年度（2019年度） 

 

北海道高齢者・障がい者の多様で柔軟な働き方に関する意識調査 

結果報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北 海 道 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜目次＞ 

１ 調査の概要 

（１）調査の目的・方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

（２）意識調査の回収状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 

２ 意識調査（企業向け調査）の結果 

（１）企業の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

（２）高齢者（６６歳以上）雇用の状況等について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

（３）障がい者雇用の状況等について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

 

３ 短時間勤務、フレックスタイムなど、柔軟な勤務形態の導入状況 

（１）柔軟な勤務形態の内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

（２）柔軟な勤務形態を導入するにあたっての対応方法（複数回答可）・・・・・・・・・・・・・１０ 

（３）柔軟な勤務形態を導入した結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０ 

 

４ テレワーク（在宅勤務等）の導入状況等 

（１）テレワークの内容（複数回答可）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

（２）テレワークの対象業務（複数回答可）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

（３）テレワークの頻度（複数回答可）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

（４）勤怠管理の方法（複数回答可）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

（５）テレワーク導入にあたっての対応で最も大変だったもの・・・・・・・・・・・・・・・・ １２ 

（６）テレワーク導入の効果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２ 

 

５ 高齢者・障がい者を雇用していくうえで必要・重要だと思うこと（自由意見）・・・・・・・・１２ 

 

６ 意識調査（従業員向け調査）の結果 

（１）回答者の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

（２）勤務形態・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

（３）就労形態・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ 

（４）週あたり勤務日数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 

（５）1日あたり勤務時間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

（６）仕事の内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０ 

（７）働いている理由・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１ 

（８）今の勤務先ではいつから働いているか（高齢者のみ回答）・・・・・・・・・・・・・・・・２４ 

 

７ 希望する就労の状況 

（１）希望する勤務形態・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５ 

（２）希望する就労形態・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６ 

（３）希望する週あたり勤務日数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２８ 

（４）希望する 1日あたり勤務時間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０ 



 

８ 就労にあたっての勤務先の対応（配慮）（複数回答可）・・・・・・・・・・・・・・・・・・３１ 

 

９ 勤務先の配慮の内容（複数回答可）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３６ 

 

１０ 導入を希望する制度（複数回答可）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３９ 

 

＜参考＞ 

○ 高齢者・障がい者の多様で柔軟な働き方に関する意識調査の実施について依頼文）・・・・・ ４４ 

○ 高齢者・障がい者の多様で柔軟な働き方に関する意識調査（企業向け調査票）・・・・・・・ ４５ 

○ 高齢者・障がい者の多様で柔軟な働き方に関する意識調査（従業員向け調査票）・・・・・・ ４９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 1 - 

１ 調査の概要 

 

（１）調査の目的・方法 

本調査は、道内の民間企業における従業員（高齢者・障がい者）の多様で柔軟な働き方に関するニ

ーズ及び企業における多様で柔軟な働き方の導入状況を把握し、「高齢者・障がい者の多様で柔軟な

働き方検討会（以下「検討会」という。）」の基礎資料とすることを目的として実施したものです。 

本調査は、平成３０年６月１日現在の障害者雇用状況報告書提出企業（４５．５人以上の規模の企

業）から、産業別企業数に応じ無作為抽出を行った２,０００社を対象として、郵送による意識調査

を行いました。 

（調査期間：令和元年（２０１９年）１２月） 

 

 ※本調査は雇用における「事業主」を対象としていますので、営利企業以外の組織・団体（医療法人、学校法人、社

会福祉法人等）も含んでいますが、便宜上、すべて「企業」と表記します。 

 

（２）意識調査の回収状況 

有効回答数は、企業向け調査７１４件、３５．７％、従業員向け調査１,５６７件、１５．７％と

なっております。 

 

２ 意識調査（企業向け調査）の結果 

 

（１）企業の概要 

  ①主たる業種 

    回答企業の主たる業種は、全体では「医療、福祉」１９３社と最も高く、ついで、「製造業」が

９５社、「サービス業」が８６社と続いています。 
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②企業からの回答状況 

企業からの回答状況は７１４件、３５．７％で、うち高齢者（６６歳以上）を雇用している企業

は５７１社、８０．０％となっています。業種別に見ると、「医療、福祉」が１７５社と最も多

く、次いで、「製造業」の７４社、「サービス業」の７２社となっています。 

 

 
 

また、障がい者を雇用している企業は４８４社、６７．８％となっています。業種別に見ると、

「医療、福祉」が１４８社と最も多く、次いで、「製造業」の６６社、「サービス業」の６０社となっ

ています。 
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（２）高齢者（６６歳以上）雇用の状況等について 

  ①高齢者（６６歳以上）の雇用者数 

   回答のあった企業のうち、高齢者（６６歳以上）の雇用者数は７，９６８名となっており、

回答企業全体の常用雇用者数の５．８％を占めています。業種別に見ると、「医療、福祉」が

２，０４３名と最も多く、次いで、「サービス業」の２，０１２名、「卸売・小売業」の８６０

名となっています。 

 

 

 

  ②就業規則上の定年 

   回答のあった企業のうち、就業規則上の定年が６０歳の企業数は５６９社、７９．５％となって

おり、次いで、６５歳の企業数は１０３社、１４．４％の順で多くなっています。 

 

  ③雇用継続制度の有無 

   回答のあった企業のうち、雇用継続制度のある企業は６６７社、９３．２％、ない企業は３１

社、４．３％、無回答５２社となっています。 

 

  ④継続雇用制度の基準及び上限年齢設定の有無 

    回答のあった企業のうち、「希望者全員を６５歳まで雇用」するという企業が４６０社で最も多く、

以下、７０歳までが３９社、７５歳までが７社の順で多くなっています。 

「基準を設けて雇用」する企業は５５社、６５歳までが３３社、７０歳までが７社となっていま

す。 
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  ⑤高齢者を雇用する理由（複数回答可） 

   高齢者を雇用する理由を聞いたところ、「人手不足に対応するため」という理由が４３６社と最

も多くなっています。次いで、「知識や経験が豊富なため」が４１１社、「社員が高齢になっても元

気で活躍できるから」が３４１社となっています。 

 

 

 

  ⑥高齢者を雇用するにあたっての配慮（複数回答可） 

高齢者を雇用するにあたっての配慮を聞いたところ、「適切な業務の割り振りに留意している」

という理由が３１１社と最も多くなっています。次いで、「労働条件の調整や健康管理に対する配

慮をしている」が３０５社となっています。 
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  ⑦今後高齢者を雇用するにあたり、導入を検討している配慮（働き方）、可能なら導入したい配慮

（複数回答可） 

 今後導入を検討している配慮、可能なら導入したい配慮を聞いたところ、「短時間勤務、フレッ

クスタイム、シフト制の時間帯配慮など、柔軟な勤務形態を導入したい」が１９９社、次いで「労

働条件の調整や健康管理に対する配慮をしたい」が１９３社となっています。 

 

 

 

  ⑧高齢者を雇用していない理由 

高齢者を雇用していない理由を聞いたところ、「対象となる高齢者がいない」が４７社と最も多

く、次いで、「雇用義務がない」が２１社となっています。 
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（３）障がい者雇用の状況等について 

 ①障がい者の雇用者数  

回答のあった企業のうち、障がい者の雇用者数は２，０９１人となっており、回答企業全体の常

用雇用者数の１．５％を占めています。業種別に見ると、「医療、福祉」が６３６名と最も多く、

次いで、「サービス業」の３０３名、「卸売・小売業」の２９６名となっています。 

 

 

 

  ②障害者手帳所持者の状況 

  回答のあった企業の内訳は、身体障害者手帳 １，３４０名、療育手帳 ４１７名、精神障害者

保健福祉手帳 ３３４名となっています。 
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  ③障がい者を雇用する理由（複数回答可） 

障がい者を雇用する理由を聞いたところ、「法定雇用率を達成するため」という理由が３３５社

と最も多くなっています。次いで、「企業の社会的責任を果たすため」が３１２社、「人手不足に対

応するため」が１８１社となっています。 

 

 
   

④障がい者を雇用するにあたっての配慮（複数回答可） 

障がい者を雇用するにあたっての配慮を聞いたところ、「適切な業務の割り振りに留意してい

る」という理由が３３２社と最も多くなっています。次いで、「労働条件の調整や健康管理に対す

る配慮を行っている」が２２７社となっています。 
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 ⑤今後、障がい者を雇用するにあたり、導入を検討している配慮（働き方）、可能なら導入したい配

慮（複数回答可） 

今後導入を検討している配慮、可能なら導入したい配慮を聞いたところ、「適切な業務の割り振

りに留意したい」が１６４社と最も多く、次いで「労働条件の調整や健康管理に対する配慮を行い

たい」が１５２社、「短時間勤務、フレックスタイム、シフト制の時間帯配慮など、柔軟な勤務形

態を導入したい」が１４６社となっています。 

 

 

 

  ⑥障がい者を雇用していない理由 

障がい者を雇用していない理由を聞いたところ、「適当な仕事がない」が８０社と最も多く、次

いで、「障がい者が行える業務がない」が６０社となっています。  
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３ 短時間勤務、フレックスタイムなど、柔軟な勤務形態の導入状況 

 

（1）柔軟な勤務形態の具体的な内容 

  ①１日の勤務時間 

   「６時間以上」が１２９社と最も多く、次いで「４～６時間」が１１５社となっています。 

 

 

 

  ②フレックスタイム、始業・終業時間の繰り上げ繰り下げ 

「あり」と回答のあった企業が１４５社、「シフト制」と回答のあった企業が１社となっていま

す。 

 

 

  ③時間帯の配慮 

    時間帯の配慮について聞いたところ、「あり」と回答のあった企業が１９７社となっていま

す。 

 

  ④週あたりの勤務日数 

「４～６日未満」が１５９社と最も多く、次いで「４日未満」が５７社、「６日」が７社となっ

ています。 
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 ⑤その他 

「本人希望による勤務形態」、「柔軟なシフトの調整」、「テレワークの導入」、「変形労働

時間制の採用」、「通院時等の休暇取得、遅参、早退の対応」などの回答がありました。 

 

（２）柔軟な勤務形態を導入するにあたっての対応方法（複数回答可） 

 「他の従業員との連携（引き継ぎの円滑化など）」が２１３社と最も多く、次いで、「対象となる仕

事の洗い出し・切り出し」が１７４社となっています。 

 

 

 

（３）柔軟な勤務形態を導入した効果 

「優秀な人材の確保や雇用継続につながった」が１３９社と最も多く、次いで、「離職率が改善

し、従業員の定着率向上が図れた」が８４社となっています。 

 

 
 

４ テレワーク（在宅勤務等）の導入状況 

（１）テレワークの具体的な内容（複数回答可） 

「在宅勤務」が１３社と最も多く、次いで、「モバイルワーク」が１社となっています。 
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（２）テレワークの具体的な対象業務（複数回答可） 

 「データ入力・集計」、「資料の作成・修正・管理」が各５社と最も多くなっています。 

 

 

 

（３）テレワークの頻度（複数回答可） 

  「２０回以上／月」、「１０～１９回／月」が各４社と最も多くなっています。 

 

 

 

（４）勤怠管理の方法（複数回答可） 

「勤怠管理ツール（始業・終業時刻等を管理することができるシステム）」が６社、次いで、「勤務

中は常時通話可能な状態にする」が５社、「業務報告書の提出」「業務成果物の提出」が各４社と最も

多くなっています。 
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（５）テレワーク導入にあたっての対応で最も大変だったもの 

「コミュニケーション関係」が７社と最も多く、次いで、「労務管理関係」、「セキュリティ関

係」が各４社となっています。 

 

 

 

（６）テレワーク導入の効果 

「通勤や遠隔地からの移動の負担を軽減できた」が５社と最も多く、次いで、「優秀な人材の確保

や雇用継続につながった」が４社となっています。 

 

 
 

５ 高齢者・障がい者を雇用していくうえで必要・重要だと思うこと 

高齢者・障がい者を雇用していくうえで必要・重要だと思うことについて聞いたところ、「職場環境

の整備」が４１社と最も多く、次いで、「社員の意識、協力、研修、相互理解」が２８社となっていま

す。次いで、「管理体制、フォローアップ体制」が１５社、「外部紹介、支援機関との連携・協力」が１

２社、「補助金、助成金」が１１社、「業務内容の検討」が８社となっています。 
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- 13 - 

 

６.意識調査（従業員向け調査）の結果について 

（１）回答者の概要 

  ①性別 

   男性  １，０８８人、６９％  

   女性    ４７８人、３１％ 

   記載なし    １人、 ０％ 

   合計  １，５６７人 

 

 

  ②年齢 

 

男性, 1088, 

69%

女性, 478, 31%

記載なし, 1, 0%

男女別

男性 女性 記載なし
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64
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36
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36

42
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32

180

99
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29歳以下
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75歳以上

計

男女別・年代別

女性 男性
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  ③障害者手帳の内訳（回答任意） 

 

 

（２）勤務形態 

   勤務形態を聞いたところ、「フルタイム」が９４１人と最も多く、次いで、「短時間勤務」が２９

９人、シフト制が２１７人となっています。 

   障がい者、高齢者も「フルタイム」、「短時間勤務」、「シフト制」の順になっています。 
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（３）就労形態 

   就労形態を聞いたところ、男性は「正規雇用」が最も多く、次いで、「嘱託・非常勤勤務」、「パ

ート・アルバイト」の順になっています。一方、女性は「パート・アルバイト」が最も多く、次い

で、「正規雇用」、「嘱託・非常勤勤務」の順になっています。 

   障がい者は、「正規雇用」、「パート・アルバイト」、「嘱託・非常勤勤務」の順に多く、高齢者で

は、「パート・アルバイト」、「嘱託・非常勤勤務」、「正規雇用」の順になっています。 
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（４）週あたり勤務日数 

   週あたり勤務日数を聞いたところ、男性は「４～６日未満」が最も多く、次いで、「６日以上」、

「２～４日未満」の順となっています。一方、女性は「４～６日未満」が最も多く、次いで、「２

～４日未満」、「６日以上」の順になっています。 

   障がい者では、「４～６日未満」が最も多く、次いで、「６日以上」、「２～４日未満」の順になっ

ています。 

   高齢者では、「４～６日未満」が最も多く、次いで、「２～４日未満」、「６日以上」の順になって

います。 
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（５）１日あたり勤務時間 

1日あたり勤務時間を聞いたところ、男性は、「８時間以上」が最も多く、次いで、「６～８時間

未満」、「４～６時間未満」の順になっています。一方、女性は、「８時間以上」が最も多く、「４～

６時間未満」、「６～８時間未満」の順になっています。 

障がい者、高齢者も「８時間以上」、「６～８時間未満」、「４～６時間未満」の順になっていま

す。 
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（６）仕事の内容 

   仕事の内容を聞いたところ、男性は、「専門職・技術職」が最も多く、次いで、「事務職」、「生

産・運輸・建設等の現業」の順になっています。一方、女性は、「専門職・技術職」が最も多く、

次いで、「その他」、「事務職」の順になっています。 

   障がい者では、「事務職」が最も多く、次いで、「専門職・技術職」、「その他」の順になっていま

す。 

   高齢者では、「専門職・技術職」が最も多く、次いで、「事務職」、「その他」の順になっていま

す。    
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（７）働いている理由（複数回答可） 

 働いている理由を聞いたところ、男性、女性ともに「収入のため」が最も多く、次いで、男性

は、「健康維持」、「社会とのつながり維持」の順に、女性は「社会とのつながりの維持」、「健康維

持」の順になっています。 

   障がい者では、「収入のため」が最も多く、「社会とのつながり維持」、「今の仕事が好きだから」 

  の順になっています。 

 高齢者では、「収入のため」が最も多く、次いで、「健康維持」、「今の仕事が好きだから」の順に

なっています。 
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（８）今の勤務先ではいつから働いているか（高齢者のみ回答） 

 今の勤務先ではいつから働いているか（高齢者のみ回答）を聞いたところ、男性、女性ともに 

  「中途（６５歳以下）で採用」が最も多く、次いで、「６５歳以上で採用」、「新卒で採用」の順に

なっています。 

   障がい者では、「中途（６５歳以下）で採用」が最も多く、次いで、新卒で採用」、「６５歳以上

で採用」の順になっています。 
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７ 希望する就労の状況 

（１）希望する勤務形態 

 希望する勤務形態を聞いたところ、男性、女性ともに、「フルタイム」が最も多く、次いで、 

「短時間勤務」、「シフト制」の順になっています。 

   障がい者、高齢者も「フルタイム」、「短時間勤務」、「シフト制」の順になっています。 
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（２）希望する就労形態 

   希望する就労形態を聞いたところ、男性は、「正規雇用」が最も多く、次いで、「嘱託、非常勤勤

務」、「パート、アルバイト」、の順になっています。一方、女性は、「パート、アルバイト」が最も

多く、「正規雇用」、「嘱託、非常勤勤務」の順になっています。 

   障がい者では、「正規雇用」が最も多く、次いで、「パート、アルバイト」、「嘱託、非常勤勤務」

の順になっています。 

   高齢者では、「パート、アルバイト」が最も多く、「嘱託、非常勤勤務」、「正規雇用」の順にな 

  っています。 
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（３）希望する週あたり勤務日数 

   希望する週あたり勤務日数を聞いたところ、男性、女性ともに「４～６日未満」が最も多く、次

いで、「２～４日未満」、「６日以上」の順になっています。 

   障がい者では、「４～６日未満」が最も多く、次いで、「６日以上」、「２～４日未満」の順になっ

ています。 

   高齢者では、「４～６日未満」が最も多く、「２～４日未満」、「６日以上」の順になっています。 
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（４）希望する１日あたり勤務時間 

   希望する 1日あたり勤務時間を聞いたところ、男性では、「８時間以上」が最も多く、次いで、

「６～８時間未満」、「４～６時間未満」の順になっています。一方、女性では、「８時間以上」が

最も多く、次いで、「４～６時間未満」、「６～８時間未満」の順になっています。 

   障がい者では、「８時間以上」が最も多く、次いで、「６～８時間未満」、「４～６時間未満」の順

になっています。 

   高齢者では、「８時間以上」が最も多く、次いで、「４～６時間未満」、「６～８時間未満」の順に

なっています。 
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８ 就労にあたっての勤務先の対応（配慮）（複数回答可） 

就労にあたっての勤務先の対応（配慮）を聞いたところ、男性では、「治療や通院等に対応できる

勤務形態にしてくれた」が最も多く、次いで、「技能・技術の継承、経験や知識が活用できる配置に

してくれた」、「勤務日や時間帯の希望を聞いてくれた」の順になっています。一方、女性では、「勤

務日や時間帯の希望を聞いてくれた」が最も多く、次いで、「いつでも相談できる体制をつくってく

れた」、「治療や通院等に対応できる勤務形態にしてくれた」の順になっています。 

障がい者では、「治療や通院等に対応できる勤務形態にしてくれた」が最も多く、次いで、「働きや

すい環境を整備してくれた」、「勤務日や時間帯の希望を聞いてくれた」の順になっています。 

高齢者では、「勤務日や時間帯の希望を聞いてくれた」が最も多く、次いで、「技能・技術の継承、

経験や知識が活用できる配置にしてくれた」、「働きやすい環境を整備してくれた」の順になっていま

す。 
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技能・技術の継承、経験や知識が活用できる配置にして

くれた

勤務日や時間帯の希望を聞いてくれた

定年前よりも仕事の質・量や責任を軽減してくれた

働きやすい環境を整備してくれた

いつでも相談できる体制をつくってくれた

仕事を教えてつけたり助言してくれたりする人をつけて

くれた

その他

特に配慮してもらっていない

採用（継続雇用）するに当たっての勤め先の配慮

（複数回答・年代別）

75歳以上 70～74歳 65～69歳 60～64歳 50～59歳 40～49歳 30～39歳 29歳以下
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技能・技術の継承、経験や知識が活用できる配置にして

くれた
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定年前よりも仕事の質・量や責任を軽減してくれた

働きやすい環境を整備してくれた

いつでも相談できる体制をつくってくれた

仕事を教えてつけたり助言してくれたりする人をつけて

くれた

その他

特に配慮してもらっていない

採用（継続雇用）するに当たっての勤め先の配慮

（複数回答・年代別・６５歳以上）

75歳以上 70～74歳 65～69歳
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９ 勤務先の配慮の具体的な内容（複数回答可） 

  勤務先の配慮の具体的な内容を聞いたところ、男性では、「労働条件の調整や健康管理に対する配

慮（体調不良の際など突発的な休暇の取得や休憩室の利用が可能）」が最も多く、次いで、「希望する

職務（経験のある職務など）への配置」、「仕事の責任の明確化と軽減（適切な業務の割り振り）」の

順になっている。一方、女性では、「労働条件の調整や健康管理に対する配慮（体調不良の際など突

発的な休暇の取得や休憩室の利用が可能）」が最も多く、次いで、「短時間勤務」、「希望する職務（経

験のある職務など）への配置」の順になっている。 

  障がい者では、「労働条件の調整や健康管理に対する配慮（体調不良の際など突発的な休暇の取得

や休憩室の利用が可能）」が最も多く、次いで、「仕事の責任の明確化と軽減（適切な業務の割り振

り）」、「希望する職務（経験のある職務など）への配置」、の順になっている。 

高齢者では、「労働条件の調整や健康管理に対する配慮（体調不良の際など突発的な休暇の取得や

休憩室の利用が可能）」が最も多く、次いで、「希望する職務（経験のある職務など）への配置」、「短

時間勤務」の順になっている。 
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フレックスタイム、シフト制の時間帯配慮

テレワーク（在宅勤務やサテライトオフィス、モバイ

ルワーク）

兼業・副業の容認

希望する職務（経験のある職務など）への配置

労働条件の調整や健康管理に対する配慮（体調不良の

際など突発的な休暇の取得や休憩室の利用が可能）

仕事の責任の明確化と軽減（適切な業務の割り振り）

メンター制度の導入（定期的な面接・面談など）

職場でのフォローアップ体制（支援・教育など）

外部支援機関との連携強化

ＩＴ化や機械設備の更新や導入

障がいを補うための機器の改良や導入、バリアフリー

化などの職場環境改善

評価制度の導入

定年制の延長、定年後の継続雇用制度

待遇面が定年前と大きく変わらないような配慮

その他

勤め先が配慮してくれた具体的な内容（複数回答・男女別）

女性 男性
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際など突発的な休暇の取得や休憩室の利用が可能）

仕事の責任の明確化と軽減（適切な業務の割り振り）

メンター制度の導入（定期的な面接・面談など）

職場でのフォローアップ体制（支援・教育など）

外部支援機関との連携強化

ＩＴ化や機械設備の更新や導入

障がいを補うための機器の改良や導入、バリアフリー

化などの職場環境改善

評価制度の導入

定年制の延長、定年後の継続雇用制度

待遇面が定年前と大きく変わらないような配慮

その他

勤め先が配慮してくれた具体的な内容

（複数回答・所持手帳別）

精神 療育 身体
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テレワーク（在宅勤務やサテライトオフィス、モバイル

ワーク）

兼業・副業の容認

希望する職務（経験のある職務など）への配置

労働条件の調整や健康管理に対する配慮（体調不良の際

など突発的な休暇の取得や休憩室の利用が可能）

仕事の責任の明確化と軽減（適切な業務の割り振り）

メンター制度の導入（定期的な面接・面談など）

職場でのフォローアップ体制（支援・教育など）

外部支援機関との連携強化

ＩＴ化や機械設備の更新や導入

障がいを補うための機器の改良や導入、バリアフリー化

などの職場環境改善

評価制度の導入

定年制の延長、定年後の継続雇用制度

待遇面が定年前と大きく変わらないような配慮

その他

勤め先が配慮してくれた具体的な内容（複数回答・年代別）

75歳以上 70～74歳 65～69歳 60～64歳 50～59歳 40～49歳 30～39歳 29歳以下
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10 導入を希望する制度（複数回答可） 

  障がい者・高齢者が導入を希望する制度を聞いたところ、男性では、「待遇面が定年前と大きく変

わらないような配慮」が最も多く、次いで、「仕事の責任の明確化と軽減（適切な業務の割り振

り）」、「労働条件の調整や健康管理に対する配慮（体調不良の際など突発的な休暇の取得や休憩室の

利用が可能）」の順となっています。女性では、「労働条件の調整や健康管理に対する配慮（体調不良

の際など突発的な休暇の取得や休憩室の利用が可能）」が最も多く、次いで、「待遇面が定年前と大き

く変わらないような配慮」、「仕事の責任の明確化と軽減（適切な業務の割り振り）」、「定年制の延

長、定年後の継続雇用制度」の順となっています。 

障がい者では、「仕事の責任の明確化と軽減（適切な業務の割り振り）」が最も多く、次いで、「労働

条件の調整や健康管理に対する配慮（体調不良の際など突発的な休暇の取得や休憩室の利用が可

能）」、「待遇面が定年前と大きく変わらないような配慮」の順となっています。 

高齢者では、「待遇面が定年前と大きく変わらないような配慮」が最も多く、次いで、「労働条件の調
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労働条件の調整や健康管理に対する配慮（体調不良の際など突

発的な休暇の取得や休憩室の利用が可能）

仕事の責任の明確化と軽減（適切な業務の割り振り）

メンター制度の導入（定期的な面接・面談など）

職場でのフォローアップ体制（支援・教育など）

外部支援機関との連携強化

ＩＴ化や機械設備の更新や導入

障がいを補うための機器の改良や導入、バリアフリー化などの

職場環境改善

評価制度の導入

定年制の延長、定年後の継続雇用制度

待遇面が定年前と大きく変わらないような配慮

その他

勤め先が配慮してくれた具体的な内容

（複数回答・年代別・６５歳以上）

75歳以上 70～74歳 65～69歳
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整や健康管理に対する配慮（体調不良の際など突発的な休暇の取得や休憩室の利用が可能）」、「定年

制の延長、定年後の継続雇用制度」の順となっています。 
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障がいを補うための機器の改良や導入、バリアフ

リー化などの職場環境改善

評価制度の導入

定年制の延長、定年後の継続雇用制度

待遇面が定年前と大きく変わらないような配慮

その他

導入を希望する制度（男女別）

女性 男性
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ＩＴ化や機械設備の更新や導入

障がいを補うための機器の改良や導入、バリアフ

リー化などの職場環境改善

評価制度の導入

定年制の延長、定年後の継続雇用制度

待遇面が定年前と大きく変わらないような配慮

その他

導入を希望する制度（所持手帳別）

精神 療育 身体
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仕事の責任の明確化と軽減（適切な業務の割り振り）

メンター制度の導入（定期的な面接・面談など）
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外部支援機関との連携強化

ＩＴ化や機械設備の更新や導入

障がいを補うための機器の改良や導入、バリアフリー化

などの職場環境改善

評価制度の導入

定年制の延長、定年後の継続雇用制度

待遇面が定年前と大きく変わらないような配慮

その他

導入を希望する制度（年代別）

75歳以上 70～74歳 65～69歳 60～64歳 50～59歳 40～49歳 30～39歳 29歳以下
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雇 労 第 ９ ８ ２ 号
令和元年(2019年)11月26日

各企業代表者 様

北海道経済部長

高齢者・障がい者の多様で柔軟な働き方に関する意識調査の実施について（依頼）

時下、益々御清栄のこととお喜び申し上げます。
また、日頃から道の労働行政の推進につきまして、格別のご理解とご協力をいただき、厚く

お礼申し上げます。
さて、本調査は、高齢者・障がい者の多様で柔軟な働き方に関するニーズ及び企業における

多様で柔軟な働き方の導入状況を把握し、道における高齢者・障がい者の多様で柔軟な働き方
の導入に向けた課題及び施策の方向性を検討するための基礎資料とすることを目的として、実
施するものです。
つきましては、年末も押し迫る中、ご多忙とは存じますが、趣旨をご理解いただき、本調査

にご協力をいただきますようお願いいたします。
なお、回答にあたりましては、【調査票のご記入にあたってのお願い】を参照の上ご記入い

ただき、同封の返信用封筒により 令和元年(2019年)１２月１６日（月） までにご返送くださ
るようご協力をお願いいたします。
ご不明な点がありましたら下記問い合わせ先までお問い合わせください。

併せて、「働き方改革支援員の派遣によるハンズオン支援」、「北海道働き方改革推進企業認
定制度」及び「勤労者福祉資金」についてご案内いたします。
大変お手数ですが、詳細は以下のURLをご確認願います。
・働き方改革支援員派遣によるハンズオン支援
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/rkr/shien.htm

・北海道働き方改革推進企業認定制度

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/rkr/rsf/yutori/ryouritu/hatarakikatakaikauninnteiseido.htm
・勤労者福祉資金 http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/csk/kny/kinroshafukushi.htm

－高齢者・障がい者の多様で柔軟な働き方に関する意識調査へのご協力のお願い－
■ 送付内容：企業向け調査票 １通

従業員向け調査票（高齢者・障がい者共通） ５通
■ 企業向け調査票に回答いただくとともに、大変お手数をおかけしますが、御社で雇用されてい
る高齢者（６６歳以上）、障がい者がいらっしゃる場合は、概ね高齢者と障がい者の割合が半々
となるように、従業員向け調査票（高齢者・障がい者共通）と同封の長４封筒（無地・小さい方の
封筒）を配付いただきますようお願いします。高齢者のみ、障がい者のみを雇用されている場合
は、５通すべてを対象者に配付いただいて結構です。

■ 従業員向け調査票（高齢者・障がい者共通）を配付する従業員には、調査への協力はあくま
で任意であることをお伝え願います。

■ 従業員の方からの回答を回収の上、企業向け調査票とともに、同封の長３返信用封筒（切手
不要・大きい方の封筒）に入れ、上記期限までにご返送いただきますようお願いします。

■ 従業員の方には回答は開封せず、封筒のまま返送することをお伝え願います。

【問い合わせ先】
労働政策局雇用労政課
働き方改革推進室労働環境グループ
担当 主査 山野井 善正
ＴＥＬ：011－231－4111（内26－467）
ＦＡＸ：011－232－1038
Email ：yamanoi.yoshimasa@pref.hokkaido.lg.jp
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企業向け調査票 

高齢者・障がい者の多様で柔軟な働き方に関する意識調査 

 

【調査票のご記入にあたってのお願い】 

■ この調査票に記入された内容については、調査の目的以外に使用することはありません。 

■ この調査では貴社の概要の記入をお願いしています。メールアドレスを記入していただいた企業の皆様には、今後、道の働き方

改革の支援施策などのご案内に活用させていただきますので、ご協力をお願いします。 

■ 回答は、質問ごとに用意した選択肢の中から、該当するものに○を付けてください。 

■ 複数回答可と書かれた質問については、該当する選択肢すべてに○を付けてください。 

 

１ 貴社の概要をお聞かせください。 

企 業 名  

住               所  

電 話 番 号  

Ｆ Ａ Ｘ 番 号  

メ ー ル ア ド レ ス  

担 当 者  

常用 

 

雇用 

 

者数 

全            体 男性          名、 女性          名 

高齢者（６６歳以上） 男性     名、 女性      名 

障害者手帳所持者の有無 

（ありの場合のみご回答

願います） 

あり⇒ 身体障害者手帳    名、 療育手帳     名、 

精神障害者保健福祉手帳     名 

就 業 規 則 上 の 定 年 あり⇒      歳  ・  なし 

職種により定年年齢が違う場合 

【           歳、           歳、           歳】 

 雇 用 継 続 制 度 の 有 無 あり   ・   なし 

 継続雇用制度の基準及び 

上 限 年 齢 設 定 の 有 無 

希望者全員を     歳まで雇用 

更に基準を設けて       歳まで雇用 

 業 種 

（貴社の主たる業種を１つ 

選 択 し て く だ さ い ） 

１．農業、林業 ２．漁業 ３．鉱業、採石業、砂利採取業 ４．建設業 ５．製造業 ６．電気・ガス・熱供給・水道業 

７．情報通信業 ８．運輸業 ９ 卸売・小売業 10．金融・保健業 11．不動産業 12．飲食店・宿泊業 

13．医療、福祉 14．教育、学習支援業 15．サービス業 16．その他（       ） 

 

２ 高齢者（６６歳以上）を雇用している企業にお聞きします。 

（１）高齢者を雇用するのはなぜですか（複数回答可）。 

  ア．人手不足に対応するため           イ．知識や経験が豊富なため 

  ウ．高いレベルの技術や技能で仕事ができるため  エ．若年者を雇用できないため 

オ．社員が高齢になっても元気で活躍できるから 

カ．自社の技術・ノウハウを維持するためにはベテランの高齢者がいないと困るから 

キ．いつまでも働きたいという社員のニーズに応えるため 

ク．企業が高齢者の活躍の場を作ることが社会的な課題と思っているから 



 - 46 - 

ケ．高齢者の生活水準を維持するため       コ．いずれ定年延長などが義務付けられることを考えたから 

  サ．その他【                           】 

 

（２）高齢者を雇用するにあたり、どのような配慮をしていますか（複数回答可）。 

  ア．短時間勤務、フレックスタイム、シフト制の時間帯配慮など、柔軟な勤務形態を導入している 

  イ．テレワーク（在宅勤務等）を導入している   ウ．兼業・副業を容認している 

   エ．本人の希望を踏まえた配置転換や職域開発をしている 

オ．適切な業務の割り振りに留意している     カ．労働条件の調整や健康管理に対する配慮をしている 

  キ．定期的な面接・面談の機会を作っている    ク．６６歳以上の評価制度を取り入れている 

  ケ．ＩＴ化や機械設備の更新や導入をした     コ．待遇面が定年前と大きく変わらないように配慮している 

  サ．その他【                           】 

 

（３）今後、高齢者を雇用するにあたり、導入を検討している配慮（働き方）、可能なら導入したい配慮はありますか（複数回答可）。 

  ア．短時間勤務、フレックスタイム、シフト制の時間帯配慮など、柔軟な勤務形態を導入したい 

  イ．テレワーク（在宅勤務等）を導入したい    ウ．兼業・副業を容認したい 

   エ．本人の希望を踏まえた配置転換や職域開発をしたい 

  オ．適切な業務の割り振りに留意したい      カ．労働条件の調整や健康管理に対する配慮をしたい 

  キ．定期的な面接・面談の機会を作りたい     ク．６６歳以上の評価制度を導入したい 

  ケ．ＩＴ化や機械設備を更新や導入をしたい    コ．待遇面が定年前と大きく変わらないように配慮したい 

  サ．その他【                             】 

 

３ 障がい者を雇用している企業にお聞きします。 

（１）障がい者を雇用するのはなぜですか（複数回答可）。 

  ア．法定雇用率を達成するため          イ．企業の社会的責任を果たすため 

  ウ．顧客や取引先の評価が良くなるため      エ．資金調達において有利となるため 

  オ．人手不足に対応するため 

  カ．高いレベルの技術や技能で仕事ができるため 

キ．業務の効率性が高まるため                        

  ク．職場のコミュニケーションが活性化するため  

  ケ．その他【                           】 

 

（２）障がい者を雇用するにあたり、どのような配慮をしていますか（複数回答可）。 

  ア．短時間勤務、フレックスタイム、シフト制の時間帯配慮など、柔軟な勤務形態を導入している 

  イ．テレワーク（在宅勤務等）を導入している    ウ．バリアフリー化など職場の環境改善をしている 

  エ．障がいを補うための機器の改良や導入をしている  オ．本人の希望を踏まえた配置転換や職域開発をしている 

  カ．適切な業務の割り振りに留意している      キ．外部支援機関と連携している 

  ク．定期的な面接・面談の機会を作っている     ケ．労働条件の調整や健康管理に対する配慮を行っている 

  コ．評価制度を取り入れている           サ．従業員の職場内研修を実施している 

  シ．職場でのフォローアップ体制（支援・教育等）を作っている 

  ス．その他【                           】 
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（３）今後、障がい者を雇用するにあたり、導入を検討している配慮（働き方）、可能なら導入したい配慮はありますか（複数回答

可）。 

  ア．短時間勤務、フレックスタイム、シフト制の時間帯配慮など、柔軟な勤務形態を導入したい 

  イ．テレワーク（在宅勤務等）を導入したい       ウ．バリアフリー化など職場の環境改善をしたい 

   エ．障がいを補うための機器の改良や導入をしたい    オ．本人の希望を踏まえた配置転換や職域開発をしたい 

  カ．適切な業務の割り振りに留意したい         キ．外部支援機関と連携したい 

  ク．定期的な面接・面談の機会を作りたい        ケ．労働条件の調整や健康管理に対する配慮を行いたい 

  コ．評価制度を取り入れたい              サ．従業員の職場内研修を実施したい 

  シ．職場でのフォローアップ体制（支援・教育等）を作りたい 

  ス．その他【                           】 

 

４ 短時間勤務、フレックスタイムなど、柔軟な勤務形態を導入している企業にお聞きします。 

 （１）柔軟な勤務形態の具体的な内容をお聞かせください（複数回答可）。 

    ア．１日の勤務時間  【      】時間   

  イ．フレックスタイム、始業・就業時間の繰り上げ繰り下げ ⇒ あり ・ なし 

  ウ．本人希望の勤務時間帯に組み入れたり深夜・徹夜勤務を除くなど時間帯の配慮 ⇒ あり ・なし 

  エ．週あたりの勤務日数 【     】日 

  オ．その他【                      】 

 

 （２）柔軟な勤務形態を導入するにあたっての対応方法をお聞かせください（複数回答可）。 

  ア．対象となる仕事の洗い出し・切り出し     イ．マニュアルの作成 

  ウ．他の従業員との連携（引継ぎの円滑化など）  エ．新たな機械設備等の導入 

  オ．社会保険労務士等への相談          カ．その他【                       】 

 

 （３）柔軟な勤務形態を導入した効果をお聞かせください（複数回答可）。  

  ア．優秀な人材の確保や雇用継続につながった    イ．マニュアルの作成など業務改善の機会となった 

  ウ．離職率が改善し、従業員の定着率向上が図れた  エ．企業のブランドやイメージを向上させることができた 

  オ．企業内の生産性や効率性が高まった       カ．その他【                    】 

 

５ テレワーク（在宅勤務等）を導入している企業に伺います。 

 （１）テレワークの具体的な内容をお聞かせください（複数回答可）。 

    ア．在宅勤務   イ．モバイルワーク  ウ．サテライトオフィス 

 

 （２）テレワークの具体的な対象業務をお聞かせください（複数回答可）。 

  ア．資料の作成・修正・管理  イ．上司や同僚、顧客や取引先等との連絡・調整  ウ．社内手続き  

エ．インターネットからの情報収集 オ．業務知識等の学習  カ．データ入力・集計 

キ．その他【                         】 

 

 （３）テレワークの頻度をお聞かせください（複数回答可）。 

  ア．２回未満／月  イ．２～３回／月  ウ．４～９回／月 エ．１０～１９回／月  オ．２０回以上／月 

 



 - 48 - 

 （４）勤怠管理の方法（複数回答可） 

  ア．Eメール（始業時・終業時）         イ．電話（始業時・終業時）   

  ウ．勤怠管理ツール（始業・終業時刻等を管理することができるシステム） 

  エ．勤務中は常時通話可能な状態にする      オ．クラウド上での作業なので勤務履歴が残ることで管理 

カ．業務成果物の提出  キ．業務報告書の提出  ク．その他【                   】 

 

 （５）テレワーク導入にあたっての対応で最も大変だったものをお聞かせください。 

  ア．セキュリティ関係   イ．労務管理関係   ウ．コミュニケーション関係  エ．電子化関係  

  オ．その他【                    】 

 

 （６）テレワーク導入の効果をお聞かせください（複数回答可）。 

  ア．優秀な人材の確保や雇用継続につながった  イ．資料の電子化や業務改善の機会となった 

  ウ．通勤費やオフィス維持費が削減できた    エ．離職率が改善し、従業員の定着率向上が図れた 

  オ．企業のブランドやイメージを向上させることができた 

    カ．企業内の生産性や効率性が高まった     キ．通勤や遠隔地からの移動の負担を軽減できた 

ク．その他【                             】 

 

６ 高齢者（６６歳以上）を雇用していない企業にお聞きします。高齢者を雇用していない理由をお聞かせください（複数回答可）。 

   ア．雇用義務がない              イ．人手が不足していない 

  ウ．若年者を確保できる            エ．新規学卒しか雇用していない 

  オ．高齢者が行える業務がない     

 カ．雇用の意志はあるが、応募がない、社員も６６歳以降まで働く意識が薄い 

キ．対象となる高齢者がいない           ク．適切な配慮ができない 

  ケ．安全確保が難しい             コ．雇用継続制度がない 

サ．その他【                              】  

 

７ 障がい者を雇用していない企業にお聞きします。障がい者を雇用していない理由をお聞かせください（複数回答可） 

  ア．障がい者が行える業務がない       イ．適当な仕事がない 

  ウ．過去に雇用したが、定着しなかった    エ．雇用の意志はあるが、応募がない 

    オ．適切な配慮ができない          カ．品質の低下や生産性に懸念がある 

  キ．物理的環境整備が必要である       ク．人間関係に対する不安がある 

  ケ．障がい者とのマッチングが難しい     コ．障害者雇用に関する知識・ノウハウが不足している 

  サ．その他【                              】  

 

８ 今後、高齢者・障がい者を雇用していく上で何が必要・重要だと思いますか。 

 

 

 

 

 

〇調査は以上です。ご協力ありがとうございました。 
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従業員向け
じゅうぎょういんむけ

調査票
ちょうさひょう

（高齢者
こうれいしゃ

・障
しょう

がい者
しゃ

共通
きょうつう

） 

高齢者
こうれいしゃ

・障
しょう

がい者
しゃ

の多様
たよ う

で柔軟
じゅうなん

な働き方
はたらきかた

に関する
かんする

意識
いしき

調査
ちょうさ

 

 

【調査票
ちょうさひょう

のご記入
ごきにゅう

にあたってのお願い
おねがい

】 

■ 調査
ちょうさ

への協 力
きょうりょく

（回答
かいとう

）は任意
にんい

です。 

■ 回答
かいとう

いただく場合
ばあい

でも、回答
かいとう

したくない項目
こうもく

については回答
かいとう

不要
ふよう

です。 

■ 必ず
かならず

ご本人
ごほんにん

がお答え
おこたえ

ください。ただし、ご本人
ごほんにん

の記入
きにゅう

が困難
こんなん

な場合
ばあい

は、ご本人
ごほんにん

の意見
いけん

などをご家族
かぞく

の

方
かた

が記入
きにゅう

されてもかまいません。 

■ 調査票
ちょうさひょう

にご回答
ごかいとう

いただきましたら、４つ折り
お り

にし、封筒
ふうとう

に封 入
ふうにゅう

の上
うえ

、企業
きぎょう

の担当者
たんとうしゃ

にお渡し
おわたし

ください。 

■ 企業
きぎょう

の担当者
たんとうしゃ

には、封筒
ふうとう

を開封
かいふう

せずに返送
へんそう

するよう別途
べっと

依頼
いらい

しております。 

■ この調査票
ちょうさひょう

に記入
きにゅう

された内容
ないよう

については、調査
ちょうさ

の目的
もくてき

以外
いがい

に使用
しよう

することはありません。 

■ 回答
かいとう

は無記名
むきめい

でお願い
おねがい

しています。集計後
しゅうけいご

の調査票
ちょうさひょう

は、責任
せきにん

をもって廃棄
はいき

処分
しょぶん

しますので、個人
こじん

の

秘密
ひみつ

は守られ
まもられ

、ご迷惑
ごめいわく

がかかることはありません。 

■ 回答
かいとう

は、質問
しつもん

ごとに用意
ようい

した選択肢
せんたくし

の中
なか

から、該当
がいとう

するものに○
まる

を付けて
つ け て

ください。 

■ 複数
ふくすう

回答可
かいとうか

と書かれた
か か れ た

質問
しつもん

については、該当
がいとう

する選択肢
せんたくし

すべてに○
まる

を付けて
つ け て

ください。 

１ ご自身
ごじしん

のことについてお聞かせ
お き か せ

ください。 

 （１）性 別
せいべつ

 

        ア
あ

．男性
だんせい

     イ
い

．女性
じょせい

 

 （２）年 齢
ねんれい

 

        ア
あ

．２９歳
さい

以下
い か

 イ
い

．３０～３９歳
さい

 ウ
う

．４０～４９歳
さい

 エ
え

．５０～５９歳
さい

  

オ
お

．６０～６４歳
さい

 カ
か

．６５～６９歳
さい

 キ
き

．７０～７４歳
さい

 ク
く

．７５歳
さい

以 上
いじょう

 

 （３） 障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

はお持ち
お も ち

ですか。お持ち
お も ち

の場合
ばあい

は手 帳
てちょう

の種 類
しゅるい

をお聞かせ
お き か せ

ください（回 答
かいとう

任意
にんい

）。 

        ア
あ

．身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

  イ
い

．療 育
りょういく

手 帳
てちょう

  

 ウ
う

．精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

手 帳
てちょう

  エ
え

．持って
も っ て

いない 
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２ ご自身
ごじしん

の 就 労
しゅうろう

についてお聞かせ
お き か せ

ください。 

 （１）勤務
きんむ

形態
けいたい

はなんですか。 

       ア
あ

．フルタイム
ふ る た い む

 イ
い

．短時間
たんじかん

勤務
きんむ

 ウ
う

．フレックス
ふ れ っ く す

タイム
た い む

 エ
え

．シフト制
しふとせい

  

オ
お

．テレワーク
て れ わ ー く

（在 宅
ざいたく

勤務
きんむ

、サテライトオフィス
さ て ら い と お ふ ぃ す

） カ
か

．その他
た

【
（

            】
）

 

 （２） 就 労
しゅうろう

形 態
けいたい

はなんですか。 

       ア
あ

．正規
せいき

雇用
こよう

  イ
い

．嘱 託
しょくたく

、非 常 勤
ひじょうきん

勤務
きんむ

 ウ
う

．パート
ぱ ー と

・アルバイト
あ る ば い と

   

    エ
え

．有 償
ゆうしょう

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

 オ
お

．シルバー
し る ば ー

人 材
じんざい

センター
せ ん た ー

会 員
かいいん

（派遣型
はけんがた

）     

 カ
か

．その他
た

 【        】 

 （３） 週
しゅう

何 日
なんにち

働いて
はたらいて

いますか。   【   】日
にち

 

 （４）１日
１にち

何時間
なんじかん

働いて
はたらいて

いますか。  【   】時間
じかん

 

 （５）仕事
しごと

の内 容
ないよう

はなんですか。  

    ア
あ

．専 門
せんもん

・技 術
ぎじゅつ

職
しょく

 イ
い

．事務
じ む

職
しょく

 ウ
う

．営 業
えいぎょう

職
しょく

 エ
え

．販 売
はんばい

職
しょく

 オ
お

．サービス
さ ー び す

職
しょく

 

 カ
か

．生 産
せいさん

・運輸
うんゆ

・建 設
けんせつ

等
とう

の現 業
げんぎょう

職
しょく

 キ
き

．その他
そ の た

【              】 

 （６）働いて
はたらいて

いる理由
りゆう

を教えて
おしえて

ください（複 数
ふくすう

回答可
かいとうか

）。 

ア
あ

． 収 入
しゅうにゅう

のため  イ
い

．健 康
けんこう

維持
い じ

  ウ
う

．社 会
しゃかい

とのつながり維持
い じ

   

エ
え

．今
いま

の仕事
しごと

が好き
す き

だから  オ
お

．家
いえ

にずっといるのが嫌
いや

だから  

カ
か

．時間
じかん

に余裕
よゆう

があるから  キ
き

．生きがい
い き が い

のため  

ク
く

．会 社
かいしゃ

からの継 続
けいぞく

勤務
きんむ

の要 望
ようぼう

に応じた
おうじた

  ケ
け

．定 年
ていねん

年 齢
ねんれい

が引き上げられた
ひ き あ げ ら れ た

から  

コ
こ

．会 社
かいしゃ

の再 任 用
さいにんよう

制度
せいど

があるから サ
さ

．その他
た

【               】 

    （７）高 齢 者
こうれいしゃ

の方
かた

のみお答え
おこたえ

ください。今
いま

のお勤め先
おつとめさき

ではいつから働いて
はたらいて

いますか。 

      ア
あ

．新 卒
しんそつ

で採 用
さいよう

 イ
い

．中 途
ちゅうと

（６５歳
さい

以下
い か

）で採 用
さいよう

 ウ
う

．６５歳
さい

以 上
いじょう

で採 用
さいよう

  

３ ご自身
ごじしん

の希望
きぼう

する就労
しゅうろう

についてお聞かせ
お き か せ

ください。 

 （１）希望
きぼう

する勤務
きんむ

形態
けいたい

はなんですか。 

       ア
あ

．フルタイム
ふ る た い む

 イ
い

．短時間
たんじかん

勤務
きんむ

 ウ
う

．フレックス
ふ れ っ く す

タイム
た い む

 エ
え

．シフト制
しふとせい

  

オ
お

．テレワーク
て れ わ ー く

（在 宅
ざいたく

勤務
きんむ

、サテライトオフィス
さ て ら い と お ふ ぃ す

） カ
か

．その他
た

【                 】 
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 （２）希望
きぼう

する 就 労
しゅうろう

形 態
けいたい

はなんですか。 

       ア
あ

．正規
せいき

雇用
こよう

  イ
い

．嘱 託
しょくたく

、非 常 勤
ひじょうきん

勤務
きんむ

 ウ
う

．パート
ぱ ー と

・アルバイト
あ る ば い と

   

    エ
え

．有 償
ゆうしょう

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

  オ
お

．シルバー
し る ば ー

人 材
じんざい

センター
せ ん た ー

会 員
かいいん

（派遣型
はけんがた

）      

カ
か

．その他
た

 【                       】 

 （３） 週
しゅう

何 日
なんにち

働
はたら

きたいですか。   【   】日
にち

 

 （４）１日
１にち

何時間
なんじかん

働
はたら

きたいですか。  【   】時間
じかん

 

４ 就労
しゅうろう

にあたってのお勤め先
おつとめさき

の対応
たいおう

についてお聞かせ
お き か せ

ください。 

 （１）あなたを採用
さいよう

（継続
けいぞく

雇用
こよう

）するにあたり、お勤め先
おつとめさき

は何
なに

か配慮
はいりょ

をしてくれましたか（複数
ふくすう

回答可
かいとうか

）。 

   ア
あ

．治療
ちりょう

や通院
つういん

等
とう

に対応
たいおう

できる勤務
きんむ

形態
けいたい

にしてくれた 

   イ
い

．趣味
しゅみ

・ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

との両 立
りょうりつ

ができる勤務
きんむ

形 態
けいたい

にしてくれた 

   ウ
う

．介護
かいご

との両 立
りょうりつ

ができる勤務
きんむ

形 態
けいたい

にしてくれた 

   エ
え

．通 勤
つうきん

困 難
こんなん

を緩和
かんわ

できるようにしてくれた（在 宅
ざいたく

勤務
きんむ

できるようにしてくれた） 

   オ
お

．技能
ぎのう

・技 術
ぎじゅつ

の継 承
けいしょう

、経 験
けいけん

や知識
ちしき

が活 用
かつよう

できる配置
はいち

にしてくれた 

   カ
か

．勤務
きんむ

日
び

や時間帯
じかんたい

の希望
きぼう

を聞いて
き い て

くれた 

   キ
き

．定 年 前
ていねんまえ

よりも仕事
しごと

の質
しつ

・ 量
りょう

や責 任
せきにん

を軽 減
けいげん

してくれた 

   ク
く

． 働
はたら

きやすい環
かん

境
きょう

を整
せい

備
び

してくれた 

   ケ
け

．いつでも相 談
そうだん

できる体 制
たいせい

をつくってくれた 

   コ
こ

．仕事
しごと

を教えて
おしえて

くれたり助 言
じょげん

してくれたりする人
ひと

をつけてくれた 

     サ
さ

．その他
た

【                       】 

    シ
し

．特
とく

に配 慮
はいりょ

してもらっていない 

５ 上 記
じょうき

４でシ
４でし

以外
いがい

に回 答
かいとう

いただいた方
かた

に伺います
うかがいます

。お勤め先
おつとめさき

が配 慮
はいりょ

してくれた具体的
ぐたいてき

な内 容
ないよう

をお

聞かせください（複 数
ふくすう

回答可
かいとうか

）。 

   ア
あ

．短時間
たんじかん

勤務
きんむ

 イ
い

．フレックスタイム
ふ れ っ く す た い む

、シフト制
しふとせい

の時間帯
じかんたい

配 慮
はいりょ

 

  ウ
う

．テレワーク
て れ わ ー く

(在 宅
ざいたく

勤務
きんむ

やサテライトオフィス
さ て ら い と お ふ ぃ す

、モバイルワーク） 

    エ
え

．兼 業
けんぎょう

・副 業
ふくぎょう

の容 認
ようにん

  オ
お

．希望
きぼう

する職 務
しょくむ

（経 験
けいけん

のある職 務
しょくむ

など）への配置
はいち
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カ
か

．労 働
ろうどう

条 件
じょうけん

の調 整
ちょうせい

や健 康
けんこう

管理
かんり

に対する
たいする

配 慮
はいりょ

（体 調
たいちょう

不 良
ふりょう

の際
さい

など突 発 的
とっぱつてき

な 

休 暇
きゅうか

の取 得
しゅとく

や 休
きゅう

憩 室
けいしつ

の利用
りよう

が可能
かのう

） 

   キ
き

．仕事
しごと

の責 任
せきにん

の明確化
めいかくか

と軽 減
けいげん

（適 切
てきせつ

な業 務
ぎょうむ

の割り振り
わ り ふ り

） 

   ク
く

．メンター
め ん た ー

制度
せいど

の導 入
どうにゅう

（定期的
ていきてき

な面 接
めんせつ

・面 談
めんだん

など） 

   ケ
け

．職 場
しょくば

でのフォローアップ
ふ ぉ ろ ー あ っ ぷ

体 制
たいせい

（支援
しえん

・教 育
きょういく

など） コ
こ

．外部
がいぶ

支援
しえん

機関
きかん

との連 携
れんけい

強 化
きょうか

 

   サ
さ

．ＩＴ化
Ｉ Ｔ か

や機械
きかい

設備
せつび

の更 新
こうしん

や導 入
どうにゅう

 

シ
し

．障
しょう

がいを補 う
おぎなう

ための機器
き き

の改 良
かいりょう

や導 入
どうにゅう

、バリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

などの職 場
しょくば

環 境
かんきょう

改 善
かいぜん

 

   ス
す

．評 価
ひょうか

制度
せいど

の導 入
どうにゅう

 セ
せ

．定 年 制
ていねんせい

の延 長
えんちょう

、定年後
ていねんご

の継 続
けいぞく

雇用
こよう

制度
せいど

 

ソ
そ

．待 遇 面
たいぐうめん

が定 年 前
ていねんまえ

と大きく
おおきく

変わらない
か わ ら な い

ような配 慮
はいりょ

 

タ
た

．その他
た

【                        】 

６ 以下
い か

の項目
こうもく

で、お勤め先
おつとめさき

では導 入
どうにゅう

はされていないが、導 入
どうにゅう

を希望
きぼう

する制度
せいど

があればお聞かせ
お き か せ

ください

（複数
ふくすう

回答可
かいとうか

）。 

   ア
あ

．短時間
たんじかん

勤務
きんむ

    イ
い

．フレックスタイム
ふ れ っ く す た い む

、シフト制
しふとせい

の時間帯
じかんたい

配 慮
はいりょ

 

  ウ
う

．テレワーク
て れ わ ー く

(在 宅
ざいたく

勤務
きんむ

やサテライトオフィス
さ て ら い と お ふ ぃ す

、モバイルワーク
も ば い る わ ー く

） 

    エ
え

．兼 業
けんぎょう

・副 業
ふくぎょう

の容 認
ようにん

  オ
お

．希望
きぼう

する職 務
しょくむ

（経 験
けいけん

のある職 務
しょくむ

など）への配置
はいち

    

カ
か

．労 働
ろうどう

条 件
じょうけん

の 調 整
ちょうせい

や健 康
けんこう

管理
かんり

に対する
たいする

配 慮
はいりょ

（ 体 調
たいちょう

不 良
ふりょう

の際
さい

など突 発 的
とっぱつてき

な

休 暇
きゅうか

の取 得
しゅとく

や 休
きゅう

憩 室
けいしつ

の利用
りよう

が可能
かのう

） 

   キ
き

．仕事
しごと

の質
しつ

・ 量
りょう

や責 任
せきにん

の軽 減
けいげん

（適 切
てきせつ

な業 務
ぎょうむ

の割り振り
わ り ふ り

） 

   ク
く

．メンター
め ん た ー

制度
せいど

の導 入
どうにゅう

（定期的
ていきてき

な面 接
めんせつ

・面 談
めんだん

など） 

   ケ
け

．職 場
しょくば

でのフォローアップ
ふ ぉ ろ ー あ っ ぷ

体 制
たいせい

（支援
しえん

・教 育
きょういく

など） 

コ
こ

．外部
がいぶ

支援
しえん

機関
きかん

との連 携
れんけい

強 化
きょうか

     サ
さ

．ＩＴ化
Ｉ Ｔ か

や機械
きかい

設備
せつび

の更 新
こうしん

や導 入
どうにゅう

 

シ
し

． 障
しょう

がいを補 う
おぎなう

ための機器
き き

の改 良
かいりょう

や導 入
どうにゅう

、バリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

などの職 場
しょくば

環 境
かんきょう

改 善
かいぜん

 

   ス
す

．評 価
ひょうか

制度
せいど

の導 入
どうにゅう

    セ
せ

．定 年 制
ていねんせい

の延 長
えんちょう

、定年後
ていねんご

の継 続
けいぞく

雇用
こよう

制度
せいど

 

ソ
そ

．待 遇 面
たいぐうめん

が定 年 前
ていねんまえ

と大きく
おおきく

変わらない
か わ ら な い

ような配 慮
はいりょ

  タ
た

．その他
た

【         】 

                                             

〇質問
しつもん

は以上
いじょう

です。ご協力
ごきょうりょく

ありがとうございました。 
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